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殷海光の知識人論について














































































































































































































































































































































































階、つまり、組織段階において、一種の潜在的な行動者（potential man of action）が存在する。
この種の人物は常に組織の中に身を隠し、低いポストに就き、人々の注意を引かない。第三段
階に入ると、潜在的な行動者が水面上に現れ、実際的な行動者（actual man of action）となった。
実際的な行動者とは、官僚、裁判官、計画者、および最高権力者を指している。５５
　ここの「観念者」とは「観念」を作る人を意味する。すなわち、大衆運動の理論を作り、大衆運
動の方向性を決める知識人である。殷海光は大衆運動の理想の鼓舞が必要であると指摘し、理想を
語るのは知識人の楽しみと特長であり、そのため、大衆運動の初期における知識人は行動者に信頼
され、両者は協力関係を維持しうると説明する５６。すると、知識人は、大衆運動からもらった名声
に甘んじ、理性的思考を放棄して大言壮語で非理性的大衆の感情に訴える。しかし、大衆運動の発
展につれて、「新しい権力が確立されると、現実の問題が迫り、理想の色が褪せていく、さらに権
力一元化により、行動人物と観念人物の間の分裂がもたらされてしまう」５７。一旦、大衆運動が収
束したとき、大衆運動に課される知識人の任務も終わる。知識人は権力層に排斥され、重要性と社
会地位は急速に落下し、失落を余儀なくされる。殷海光は、大衆運動における知識人が堕落した原
因がほかでもない自身の欠点にあると、次のように指摘する。
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注
１　章清（２００６）『思想之旅－殷海光的生平与志業』、１９７頁、河南人民出版社。
２　殷海光、「致張灝」、１９６７年３月８日。（『殷海光全集２０・殷海光書信録』所収、２７１頁、台湾大学出版社、２００９年。
以下の同全集引用は全て『全集』と略記する。また、中国語の文章題目については、繁体字を日本の新字体
に改めた。）
　第一、一部分の知識人の思想はそもそも浅薄であり、浅薄な思想は大衆の意見に左右される。
第二、彼らの主張はいつも日和見的なものなので、厳密に検討すればその主張はくずれる。第
三、自身の思考は時代の激しい変化に流され、是非判断の権力を全て行動人物に譲る。５８
　このように殷海光は、知識人に対して安易な大衆運動に飲み込まれないよう警告するとともに、
知識人が知の優位を保持するために、権力層と大衆との距離を保たなければならないと主張してい
るのである。したがって、彼が描いた理想的知識人像の中に、知識人の独立自尊の精神を特に強調
している。
５．おわりに
　殷海光の知識人論は、中国近代知識人批判という側面を持つ。そして、殷海光は「五四新文化運
動」を再評価することを通じて、近代知識人の非理性的な面と功利的な面を明らかにし、その上で
「道徳」と「批判精神」を持つ理想的知識人像を模索した。そして彼は啓蒙の対象にあたる大衆を
念頭に置いた際、非理性的な集団として扱い、前近代大家族の中の「恭順的愚民」と大衆運動の中
の「過激的大衆」という両極化的「大衆像」を指摘している。そのため、彼が提唱した理想的知識
人像は大衆から遊離した知識人である。殷海光が考える現代化の方策は、知識人が新知識を運用し、
理知と道徳の優位を用いて、「新文化」を創建することであり、その「新文化」とは個人への圧迫
を一挙になくして個人の発達を実現できるユートピア社会というようなものである。このように、
「大衆の中の一員」から「個人」への変身は「新文化創建」の成果の中に包括されたため、殷海光
の「新文化創建」には「大衆」の参加は不要であると考えられる。また、殷海光は「五四新文化運
動」期の知識人を批判しているにもかかわらず、「五四新文化運動」のような知識人が主導した文
化の近代化の方針は否定せず、文化混乱の責任は、学問上・道徳上の後退的知識人にあったと考え
ている。このようにして見れば、殷海光の知識人論は、大衆を軽視すると同時に知識人の立場に視
点が偏在する傾向があり、儒教社会の解体と大衆運動により没落した知識人を復興させる提案だと
理解しうる。
付記：本稿はＪＳＰＳ科研費 （特別研究員奨励費・課題番号：１４Ｊ０７７１７）の助成を受けた研究成
果の一部である。
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３　殷海光（１９６８）「五四的再認識」、『大学生活』（新）、巻３期５、香港、１９６８年５月１５日。（『全集１４・学術与
思想（下）』所収、１２４５頁。本文の中の全ての英語は殷海光の原文、また（）は殷海光の原文、〔〕は筆者に
よる中国語翻訳および補足説明である。）
４　柯慶明の講演はインターネットで公開される。柯慶明、「台湾大学開放課程・殷海光与自由主義・第七回：
知識人的責任」（２０１２年９月）〔http://ocw.aca.ntu.edu.tw/ntu-ocw/index.php/ocw/cou/101S108/7〕（最終検索日：
２０１５年９月２１日）
５　『中国文化的展望』（１９６６）は文星書店によって出版された殷海光晩年の最も重要な著作である。彼は当
時新しい文化人類学・社会学の理論を用いて、文化の概念や文化の類型、文化の変容などについて検討し、
そうした議論に基づき、１４世紀から２０世紀初頭まで中国社会・文化のありかたを描き出した後、２０世紀から
西洋文化の衝撃による中国社会の激しい変化を分析した。その上で、殷海光は「全面西洋化」を否定し、最
後、東洋道徳と西洋道徳が融和したことより作られた大同世界を展望した。
６　周良発（２０１２・９）「殷海光知識分子観探略」、『湖南工程学院学報（社会科学版）』、第２２巻第３期、６７頁－
３０頁。楊錚錚（２０１４・３）「殷海光現代知識分子観述評」、『湖南科技大学学報（社会科学版）』、第１７巻第２期、
１５１頁－１５５頁。
７　殷海光の履歴については、『殷海光全集』のほか次の先行研究を参考にした。王中江（２００３）『「煉獄」
──殷海光評伝』群言出版社、殷夏君璐ほか（２００４）『殷海光学記』上海三聯書店、黎漢基（２００６）『混沌中
的探索──殷海光的思想困境』人民日報出版社、章清（２００６）『思想之旅――殷海光的生平与志業』河南人
民出版。
８　殷海光、「致林毓生」、１９６８年９月２４日、『全集１９・殷海光林毓生書信録』所収、２３０頁。
９　陳平景（１９７８）『春蚕吐糸──殷海光最後的話語』、台北遠景出版社、第三版、１９８０、１７１頁－１７２頁。
１０　殷海光（１９６６）『殷海光全集２・中国文化的展望（下）』、６０３頁。
１１　前掲書、６０３頁－６０４頁。
１２　前掲書、６０５頁。
１３　前掲書、６０５頁。
１４　殷海光、「跟著五四的脚步前進」、『自由中国』、第１８巻９期、１９５８年・５月（『全集１３・学術与思想（中）』
所収、８５８頁）。
１５　殷海光（１９６９）「五四的隠没和再現──為五四運動五十周年而作」、『大学生活』、香港、１９６９年５月號。（『全
集１４・学術与思想（下）』所収、１２７９頁）
１６　殷海光、「致林毓生」、１９６８年９月２４日、『全集１９・殷海光林毓生書信録』所収、２３１頁－２３２頁。
１７　この点について黎漢基の示唆的な研究がある。黎は殷海光が「道徳の模範者」のような理想的知識人像を
主張した理由は自らの道徳へ自負心を抱きながら、理想的知識人像に自分を重ね合わせたためである、と解
釈した。黎が他人の回想や殷海光の書簡など日常に漏れた言論を捉えて論理的に分析した上で出した結論は
一理があるが、殷海光の豊富な思想を単純化した傾向があると筆者は考える。（黎漢基（２００６）『混沌中的探
索──殷海光的思想困境』、人民日報出版社、１８１頁－１８５頁。）
１８　殷海光、『全集２・中国文化的展望（下）』、６３２頁。
１９　前掲書、６３４頁。
２０　殷海光、「致徐傅礼」、１９６８年８月２３日、『全集２０・殷海光書信録』所収、９９頁。
２１　殷海光の学生・王晓波の回想により、彼は「人生に距離を置く智慧が必要だ」という殷海光の口癖をよく
聞いたことがある。（王晓波、「悼念我的老师殷海光先生」、『殷海光学記』、２４９頁、上海三聯書店、２００４年）。
２２　例えば、王中江（２００３）「対中国文化的転型及『新人本主義』」（『煉獄――殷海光評伝』、１５８頁－１６４頁、群
言出版社）。
２３　殷海光（１９６６）、『全集２・中国文化的展望（下）』、５９２頁。
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２４　殷海光（１９６６）、『全集１・中国文化的展望（上）』、６９頁－７１頁より。
２５　前掲書、１７８頁より。
２６　前掲書、１９２頁。
２７　ここでは代表的二つの研究を紹介しておきたい。王汎森の「中国近代思想史的伝統因素」には「五四新文
化運動」前後の「反理学」を取り込んだ知識人の思想における「理学」要素を分析することを通じて、近
代知識人と伝統の複雑な関係の一つの側面を明らかにする。（王汎森、２００３、「中国近代思想史的伝統因素」、
『中国近代思想与学術的系譜』、吉林出版集団、１３３頁－１６０頁）また、アメリカの漢学者・舒衡哲（Vera 
Schwarcz）は『中国啓蒙運動―知識人与五四遺産』において、１９１０年代後半の北京大学を研究対象とし、中
国の啓蒙運動と伝統の関係を論じた。舒衡哲によると、傅斯年、張申府など啓蒙運動に身を投じた青年学生
は激烈な反伝統を唱えた彼らの師と異なって、伝統文化に対して好意を持っていた。また、当時の教師たち
は公開の場で反伝統を呼びかけるものの、私的な場で、学生に過激な反伝統思想を持たせないように心かけ、
伝統批判を是正しようとする学生を励ましんでいた。（舒衡哲、１９８９、『中国啓蒙運動―知識人与五四遺産』、
７５頁－８６頁、山西人民出版社。）
２８　殷海光、『全集１・中国文化的展望（上）』、１１３頁。
２９　殷海光はドイツの社会学者 Ferdinand Tönnies（１８５５－１９３６）の社会進化論における概念「ゲマインシャフト」
と「ゲゼルシャフト」を用い、伝統中国の社会集団（social group）の種類を説明した。殷海光は伝統の中国
社会を「ゲマインシャフト」〔Gemeinschaft〕と「ゲゼルシャフト」〔Gesellschaft〕の結合と規定し、「ゲゼル
シャフト」にあたる「官僚制度」（bureaucracy）があるものの、全体として前近代的「ゲマインシャフト」
社会である。いわば、中国社会においての種々の関係は原始的血縁関係の延長線にあるものであり、私生活
と公生活を区別せず、社会が家庭の拡大像にすぎない。（『全集１・中国文化的展望（上）』、１１７頁－１２１頁より
まとめ。）
３０　前掲書、１５６頁より。
３１　前掲書、１５５頁。
３２　前掲書、１７３頁。
３３　前掲書、１７３頁。
３４　前掲書、２１０頁。
３５　前掲書、１７５頁。
３６　前掲書、１７５頁。
３７　前掲書、１６５頁－１６９頁よりまとめ
３８　前掲書、２１１頁。
３９　前掲書、１７６頁－１７７頁。
４０　前掲書、１７６頁。
４１　前掲書、２０５頁。
４２　殷海光、『全集２・中国文化的展望（下）』、４５２頁。
４３　「民」を表現する単語について、殷海光の場合は「国民」と「人民」が政論でよく現れるが、それ以外の
文章は「庶民」、「群衆」、「大衆」、「民衆」などの用語をほとんど区別せずに使用するため、本稿では「大衆」、
「群衆」、「民衆」をすべて「大衆」を記する。
４４　前掲書、１２２頁。
４５　前掲書、１２３頁の図表より。
４６　前掲書、１２４頁。
４７　殷海光は『中国文化的展望』の第四章の第五節「隔離（isolation）と精神的停滞（mental immobility）」で
安土重遷の思想により古代中国人が地元に縛られたため、異文化との交流を抑制されたと説明する。その結
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果として中国人は精神的停滞の状態を抱き、血縁関係以外の共同体が発展できなくなったと、殷海光は考え
る（『全集１』、１３６頁－１４４頁よりまとめ）。
４８　前掲書、第四章の「地位与声威要求」という一節よりまとめ、１５２頁－１６３頁。
４９　殷海光（１９６９）「剖析国民党」、『全集１０・政治与社会（下）』所収、１３４３頁。
５０　殷海光、「怎様研究民族主義」、『祖国週刊』、巻１９期１１、香港、１９５７年９月９日。（『全集１３・学術与思想（中）』
所収、８３０頁。）
５１　廣松渉ほか編（１９９８）『岩波哲学・思想辞典』、岩波書店、３５４頁。
５２　殷海光（１９５９）「種種謬誤」、『怎様弁別是非』、文星書店（『全集１２・学術与思想（上）』所収、７３頁。
５３　前掲書、７３頁－７４頁よりまとめ。
５４　前掲書、７５頁。
５５　殷海光、『全集２・中国文化的展望（下）』、６０７頁。
５６　前掲書、６０９頁よりまとめ。
５７　前掲書、６０９頁。
５８　前掲書、６３５頁
